
若
桜
鉄
道
沿
線
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
つ
い
て
               

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す！

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

浄
化
槽
の
適
正
な
管
理
の
お
願
い

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
  

若
桜
学
園
の
学
園
歌
が
決
定
し
ま
し
た！
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き
ら
め
け
☆
届
け
！

希
望

の
P
O

W
E
R

平
成

24年
テ

ー
マ

　
小
中
一
貫
校
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
年
生
か
ら
９
年
生
の
全
員
が
、
元
気
で
一
生
懸
命
に
が
ん
ば
る
姿
を

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
個
性
あ
ふ
れ
る
演
技
に

会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
♪

若
桜

学
園

  運
動

会
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こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超

え
る
と
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成

24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
９

月
30
日
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、

過
去
10
年
ま
で
は
遡
っ
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
後
納
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
過
去
10
年

以
内
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増

や
し
た
り
、
年
金
の
受
給
資
格
が

お
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
年
金
事
務
所 

☎
０
８
５
７（
27
）８
３
１
１

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

　

若
桜
町
役
場
町
民
福
祉
課 

☎（
82
）２
２
３
２
・
２
２
３
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

Ｉ
Ｐ
☎
９（
82
）２
２
３
２

得
ら
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
後
納
制
度
を
ご
利
用
の

際
は
事
前
の
お
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度

に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
け

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
か
ら
後
納
制
度

（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
の
延
長
）が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

国民
年金

☎
お問い合わせ先
町民福祉課

（82）2232・2233
IP 9(82) ２２３２

　

町
民
・
福
祉
団
体
・
福
祉
施
設
関
係
者

な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で
、
お

互
い
に
力
を
合
わ
せ
る
関
係
を
つ
く
り
、

住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ワ
ー
・
関
係
諸

団
体
の
活
動
・
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
の

も
と
「
地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
」
を
推
進
す

る
た
め
の
計
画
で
す
。

「
若
桜
町
地
域
福
祉
計
画
」を

　策
定
し
ま
す

　

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町

民
の
皆
様
の
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
実
態
や
福
祉
に
対
す
る
意
識
な
ど

を
把
握
す
る
た
め
に
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
調
査
に
よ
り
、
一
人
で
も
多
く
の

皆
様
の
声
を
計
画
に
反
映
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
福
祉
施
策
の
充
実
に
生
か
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

９
月
６
日
（
木
）
役
場
会
議
室
に
お
い

て
、
学
識
経
験
者
、
社
会
福
祉
関
係
者
、

住
民
代
表
か
ら
な
る
若
桜
町
地
域
福
祉

計
画
策
定
委
員
会
（
第
１
回
）
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
後
も
協
議
、
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

”町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

“に

ご
協
力
く
だ
さ
い

お問い合わせ先

～
平
成
24
年
度
～

【
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
】

■
調
査
対
象　

１
、０
０
０
人（
町
内
在
住

の
中
学
生
以
上
の
男
女
）

■
抽
出
方
法　

無
作
為
抽
出

■
調
査
方
法　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

■
調
査
期
間　

10
月
２
日（
火
）

～
10
月
19
日（
金
）ま
で

地
域
福
祉
計
画
っ
て
な
に
？

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

平
成
21
年
度
よ
り
、
鉄
道
施
設
や
敷

地
を
沿
線
自
治
体
が
保
有
し
、
列
車
の

運
行
を
鉄
道
会
社
が
担
う
「
上
下
分
離

方
式
」
を
導
入
し
、
若
桜
鉄
道
は
再
出

発
し
ま
し
た
。

　

上
下
分
離
方
式
導
入
か
ら
３
年
が
経

過
し
、
若
桜
鉄
道
沿
線
活
性
化
協
議
会

を
中
心
に
沿
線
各
駅
の
活
動
団
体
で

は
、
若
桜
鉄
道
の
利
用
促
進
や
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
回
、
若
桜
鉄
道
沿
線
活
性
化
協
議

会
で
は
八
頭
町
・
若
桜
町
の
協
力
の
も

と
、「
若
桜
鉄
道
沿
線
活
性
化
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
歴
史
的
遺
産
が

多
く
残
る
若
桜
鉄
道
を
活
用
し
、
若
桜

谷
の
さ
ら
な
る
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

若
桜
鉄
道
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
入
場
料
】

　

無
料
で
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
主

　催
】

　

若
桜
鉄
道
沿
線
活
性
化
協
議
会

【
共

　催
】

　

八
頭
町
・
若
桜
町

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

若
桜
鉄
道
沿
線
活
性
化
協
議
会
事
務
局

　

☎（
82
）１
１
１
１

　
（
若
桜
町
観
光
開
発
事
業
団
内
）

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎（
82
）２
２
３
１

　

Ｉ
Ｐ
☎
９（
82
）２
２
３
１

 

第
２
部  

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

テ
ー
マ

 

「
鉄
道
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
と

　
　
　
　地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て
」

※会場へは若桜鉄道をご利用ください。

　若桜から

　行　き　　若桜発13時18分　→　丹比着13時26分

　帰　り　　丹比発17時13分　→　若桜着17時20分

　郡家から

　行　き　　郡家発12時37分　→　丹比着13時１分

　帰　り　　丹比発16時20分　→　郡家着16時44分

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

 

第
１
部  

基
調
講
演

　
　

演　

題　
「
鉄
道
と
ま
ち
づ
く
り
」

講師 米山 淳一 氏
 （地域遺産プロデューサー・
　　 日本鉄道保存協会顧問）

【
と　

き
】

　

平
成
24
年
10
月
20
日
（
土
）

　
　

開
場　

13
時

　
　

開
演　

13
時
40
分

　
　

閉
演　

16
時
予
定

【
と
こ
ろ
】

　

八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

　

遠
見
山
ア
リ
ー
ナ

　

八
頭
郡
八
頭
町
富
枝
10-

１

　
（
八
東
中
学
校
と
な
り
）

「

若
桜
鉄
道
沿
線
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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　×誤　食用油の容器が小型破砕ごみで出されている。

→○正　容器の種類によって、缶・ビンまたはプラスチックごみへ出してくだ
さい。

　

ご
み
の
排
出
量
は
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
以
上
に
ご

み
の
減
量
化
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　《
紙
類
》

　

町
指
定
の
集
積
場
所
（
役
場

倉
庫
と
池
田
分
館
前
倉
庫
）
で

古
紙
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
な
ど
の
団
体
に
つ
き
ま

し
て
は
、
１
㎏
あ
た
り
６
円
の

報
償
費
を
お
支
払
い
し
て
お
り

ま
す
。

　《
生
ご
み
》

　

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
を
利

用
し
た
り
、
穴
の
空
い
た
袋
の

上
か
ら
押
し
絞
り
を
す
る
な
ど

し
、
水
分
を
十
分
に
き
っ
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
を
購
入

さ
れ
た
場
合
は
、
補
助
金
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　×誤　小型破砕ごみの回収ボックスに、カン・ビンが混入している。

→○正　小型破砕ごみはオレンジ色、缶・ビンは青色の回収ボックスに正しく
分別をしてください。

　×誤　プラスチックごみの収集日に可燃ごみ（紙くず、弁当の残飯など）が
混入している。

→○正　プラスチックは汚れていれば資源にならないので、弁当、カップ麺な
どの中身が残っている場合は、軽く水洗いをして出してください。

　×誤　シャンプーなどポンプ式の容器がそのままの状態でプラスチックごみ
で出されている。

→○正　ポンプ部には金属製のバネが入っているため小型破砕ごみに、容器部
についてはプラスチックごみに出してください。

　

若
桜
町
で
は
８
種
類
の
ご
み
の
分
別

を
行
っ
て
い
ま
す
。
誤
っ
た
状
態
で
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
例
を
紹
介
し

ま
す
。

●若桜町における近年のごみ排出状況

●
き
ち
ん
と
分
別
し
ま
し
ょ
う

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

浄
化
槽
は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

区
域
な
ど
で
、
水
洗
便
所
の
汚
水
や
風
呂
・
台

所
な
ど
の
生
活
雑
排
水
の
汚
れ
を
き
れ
い
に

し
、
川
な
ど
へ
放
流
す
る
た
め
の
設
備
で
す
。

浄
化
槽
の
管
理
が
不
十
分
な
場
合
、
汚
れ
た
ま

ま
の
汚
水
な
ど
が
川
な
ど
へ
流
れ
て
し
ま
い
、

悪
臭
や
河
川
な
ど
の
水
質
悪
化
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
大
切
な
自
然
を
守
り
、
生
活
環
境
を
保

全
す
る
た
め
、
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

は
「
浄
化
槽
管
理
者
」
と
し
て
浄
化
槽
法
に
基

づ
き
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

若
桜
町
内
の
下
水
道
供
用
区
域
に
つ
い
て

は
、下
水
道
管
へ
の
接
続
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
区
域
に
お
い
て
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
更
新
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

引
っ
越
し
な
ど
で
浄
化
槽
管
理
者
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
、
浄
化
槽
を
廃
止
、
更
新
し
た
と

き
な
ど
は
、
必
ず
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
定
期
的
に
必
要
な
管
理
作
業
】

　

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
に
は
次
の
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
保
守
点
検

　

点
検
・
修
理
・
消
毒
剤
の
補
充
。
家
庭
用

で
は
、
年
に
３
～
４
回
以
上
必
要
。

　

県
知
事
登
録
の
保
守
点
検
業
者
に
依
頼
。

○
清
掃

　

汚
泥
な
ど
を
除
去
。
毎
年
１
回
（
全
ば
っ

き
方
式
は
６
ヶ
月
に
１
回
）
以
上
必
要
。

　

市
町
村
長
許
可
の
清
掃
業
者　

㈱
キ
ョ
ウ
エ
イ

（
☎
０
８
５
７
（
82
）
０
３
５
３
）
に
依
頼
。

○
法
定
検
査

・
設
置
後
検
査

　

使
い
始
め
て
３
ヶ
月
を
経
過
し
た
日
か
ら

５
ヶ
月
以
内
に
受
検

・
定
期
検
査

　

毎
年
１
回
受
検

　

指
定
検
査
機
関
・
㈶
鳥
取
県
保
険
事
業
団

（
☎
０
８
５
７
（
23
）
４
８
４
３
）
に
依
頼
。

浄
化
槽
の
適
正
な

　
　
　管
理
の
お
願
い

☎
お問い合わせ先

単独浄化槽
若桜町役場町民福祉課
（８２）２２３２・２２３３

ＩＰ9（８２）２２３２

合併処理浄化槽
若桜町役場町土整備課

（８２）２２３６
ＩＰ9（８２）２２３６

町
民
福
祉
課

町
土
整
備
課

か
ら
の
お
知
ら
せ

　平成24年分の年末調整の仕方や法定調書の提出方法などについて、
次のとおり鳥取税務署による説明会が開催されます。
　源泉徴収義務者の方は、是非参加してください。

源泉所得税の
年末調整説明会のご案内

☎お問い合わせ先
鳥取税務署

0857（２２）２１４１

からの

お 知 ら せ
税 務 署

開　催　日 開催時間 開催場所 対　象　者

11月13日（火） 13時30分～ 15時
郡家公民館
八頭郡八頭町宮谷80

八頭町・若桜町の方

11月14日（水） 13時30分～ 15時
智頭町総合センター
八頭郡智頭町智頭2076-2

智頭町の方

11月15日（木）
10時～ 11時30分

国府町中央公民館
鳥取市国府町庁380

鳥取市・岩美町の方
13時30分～ 15時

11月16日（金）
10時～ 11時30分
13時30分～ 15時

( 注１)　法人及び個人事業者の源泉徴収義務者の方を対象に開催します。

( 注２)　該当の日時にご都合がつかない場合には、ご都合の良い日時・会場にご出席ください。

平成24年10月
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☎
お問い合わせ先

農業委員会事務局
（８２）２２３９

産業観光課
ＩＰ９（８２）２２３８
☎

お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先
農業委員会事務局☎農業委員会事務局☎農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局

（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９
産業観光課☎産業観光課☎産業観光課☎産業観光課☎産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課

ＩＰ９（８２）２２３８

　

農
家
の
後
継
者
不
足
や
農
業
者
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
遊
休
農
地
が
年
々
増
加

し
、大
き
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。                                  

  

農
地
を
耕
作
し
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と

病
害
虫
な
ど
の
発
生
原
因
や
有
害
鳥
獣
な

ど
の
隠
れ
家
に
も
な
り
ま
す
。                                     

　

ま
た
、
不
法
投
棄
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
、
近
隣
農
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

自
ら
耕
作
が
出
来
な
い
場
合
は
他
の

農
業
者
へ
貸
す
な
ど
し
て
遊
休
農
地
が

発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。             

　

も
し
、
相
手
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
で

も
、
農
地
の
所
有
者
と
し
て
年
に
一
度
は

耕
起
し
た
り
、
草
刈
り
や
病
害
虫
の
駆
除

を
す
る
な
ど
の
管
理
を
行
い
、
周
辺
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

遊
休
農
地
を

未
然
に
防
ご
う
！

８

　

前
回
ま
で
４
回
に
わ
た
っ
て
、
平
成
22

年
度
に
行
っ
た
「
若
桜
町
男
女
共
同
参
画

意
識
調
査
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に

お
話
し
て
き
ま
し
た
。

　

社
会
生
活
の
様
々
な
場
面
に
男
女
間
の

意
識
の
差
や
固
定
観
念
が
あ
る
事
を
分

か
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、多
く
の
方
は
「
男
女
共
同
参
画
」

は
女
性
の
為
の
も
の
と
感
じ
ら
れ
、
男
性

の
方
は
自
分
に
は
直
接
関
係
が
な
い
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
決

し
て
そ
の
よ
う
な
事
は
な
く
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
は
男
性
に
と
っ
て
も
大

き
な
意
味
の
あ
る
事
な
の
で
す
。

　

性
別
を
理
由
と
し
て
役
割
を
固
定
的
に

捉
え
る
考
え
方
を
「
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
（
以
下
「
意
識
」
と
い
う
）」
と

言
い
ま
す
が
、
こ
の
「
意
識
」
が
女
性
に

不
利
に
働
き
、
社
会
進
出
を
妨
げ
て
い
る

大
き
な
要
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
視
点
を
変
え
れ
ば
男
性
も
こ

の
「
意
識
」
に
よ
っ
て
、
良
く
も
悪
く
も

職
場
、家
庭
、地
域
の
様
々
な
場
面
で
「
男

は
○
○
」「
男
な
ん
だ
か
ら
○
○
」
と
い

う
固
定
化
を
受
け
、
時
に
重
荷
と
な
っ
た

り
、
や
り
た
く
な
い
事
も
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
は
ず
で
す
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
男
性
も
女
性
も
こ

の
「
意
識
」
に
よ
っ
て
多
か
れ
少
な
か
れ

束
縛
さ
れ
、
お
互
い
に
不
自
由
な
社
会
に

暮
ら
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

め
ざ
す
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
女

性
は
○
○
」「
男
な
ら
○
○
」と
い
っ
た「
意

識
」
を
な
く
し
、
そ
の
上
で
お
互
い
の
違

い
を
尊
重
し
合
い
、
個
性
や
能
力
を
発
揮

で
き
る
社
会
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
、
誰
に
と
っ
て
も
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
自
分
の

問
題
と
し
て
捉
え
、
考
え
、
行
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

男性にとっての
　　男女共同参画

男女共同参画社会シリーズ

このようなお仕事をしています。
●主な業務

除草（手作業 ）　　：１時間　 　７００円
草刈（草刈機使用 ） ：１時間　１，０００円
家事の援助　　　　：１時間　 　６００円
高齢者の話し相手　：１時間　 　６００円
剪
せん

定
てい

作業　　　　　：１時間　１，０００円
障子の張替え　　　：１枚　５００円～１，０００円
網戸の張替え　　　：１枚　７００円～１，３００円
襖の張替え　　　　：１枚　８００円～２，０００円

　※その他の仕事についてもお気軽にご相談ください。

  ●退職して何もすることがない。 

  ●少し働くことで生きがいを持ち、いくらかの収入を得たい。 

  ●経験や能力を活かし、社会の役に立ちたい。 

そんな働きたいシニア世代の方、シルバー人材センターにぜひ入会してください。
特に草刈、剪

せん

定
てい

、障子などの張替え作業などができる方を募集しております。
入会を希望される方は、若桜町シルバー人材センターにお気軽にご連絡ください。

一般家庭 ・事業所の皆さん、
仕事のご依頼をお待ちしています

シルバー人材センターで
活躍してみませんか？

シルバー人材センター
からの
お知らせ

☎
お問い合わせ先

若桜町シルバー人材センター
（若桜町公民館２階）

受付時間：毎週火～金曜日
９時～１５時

　　　（７１）０４１１
ＩＰ９（７１）０４１１

※会員条件（次の条件をすべて満たす）

　・概ね60歳以上で、若桜町内に在住する方
　・シルバー人材センターの趣旨に賛同される方
　・入会申込書を提出し、年会費1,000円をセンター事務局にお支払いされた方

東部４町
合同

結婚推進事業

【日　時】　12月２日（日）受付13時～　開会13時30分　閉会予定　16時30分
【場　所】　渚交流館（岩美町大字牧谷690－20）
【内　容】　レクリエーションで楽しく交流したあと、ケーキ屋さんの美味しいケーキ＆
　　　　　　お菓子・喫茶店のコーヒーなどを味わいながらフリートーク
【募集対象】　男性：東部４町在住の25歳～45歳くらいの独身の方20名
　　　　　　　女性：25歳～45歳くらいの独身の方20名
【お申し込み方法】　①氏名　②年齢　③性別　④郵便番号　⑤住所　⑥電話番号　　　　　　
　　　　　　　　　　⑦送迎有無（女性のみ）を明記のうえ、はがき、FAX
　　　　　　　　　　でお申し込みください。
　　　　　　　　　　お申し込み締切：10月31日（水）必着
　　　　　　　　　　※応募多数の場合は、抽選により参加者を決定します。
　　　　　　　　　　※応募された方には、参加者決定または抽選結果の通知を行います。
　　　　　　　　　　※参加費：1,000円（当日集金します。）
　　　　　　　　　　※女性の方は、鳥取駅から送迎します。

【お問い合わせ先】　若桜町役場企画財政課　　☎（82）2231　 IP☎９（82）2231

結婚推進事業
クリスマス企画

恋人はサンタとやってくる
～ケーキ＆素敵な出会い作り～

　この企画は、独身男女の出会いと交流の機会を創出するため、

東部４町が合同で実施するものです。
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　金
環
日
食
、
金
星
の
太
陽
面
通
過

な
ど
今
年
は
珍
し
い
天
体
シ
ョ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。
響
の
森
周
辺
は
街
明

か
り
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
た

く
さ
ん
の
星
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
た
星
空
観

察
で
一
番
人
気
は
何
と
言
っ
て
も
月

で
し
ょ
う
。
大
小
無
数
の
ク
レ
ー
タ
ー

を
見
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
わ
ー
！！

す
ご
い
。」
と
驚
き
や
感
動
の
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
普
段
何
気
な
し
に

見
て
い
る
月
は
強
い
引
力
で
地
球
を

守
っ
て
い
る
衛
星
で
す
。
月
の
引
力

で
起
こ
る
潮
の
満
ち
引
き
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
し
、
地
軸
の
傾
き
が

一
定
を
保
っ
て
い
る
た
め
、
地
球
に

季
節
が
生
じ
る
の
も
月
の
強
い
引
力

の
お
か
げ
で
す
。

　今
か
ら
40
年
以
上
前
、
ア
ポ
ロ
11

号
の
宇
宙
飛
行
士
た
ち
は
小
さ
な
反

射
鏡
を
月
面
に
設
置
。
現
在
で
も
地

球
か
ら
約
38
万
㎞
離
れ
た
反
射
鏡
に

向
け
て
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
使
っ
た
正

確
な
距
離
の
観
測
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
月
は
毎
年
３
・
５
㎝

ず
つ
地
球
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
長
い
年
月
が

経
て
ば
そ
れ
は
大
き
な
距
離
に
な
り
、

地
球
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
地
球

は
月
の
お
か
げ
で
安
定
し
、
多
く
の

生
命
を
育
ん
で
い
ま
す
。
地
球
を
数
々

の
危
険
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
月
に
、

今
は
た
だ
感
謝
す
る
し
か
な
い
よ
う

で
す
。

響
の
森

　多
賀
範
夫

�「遠ざかる月」

67  若桜学園

運動会　集合風景 

　若桜学園が開校して早くも半年が過
ぎました。
　下学年の子どもたちへ言葉をかけた
り、手助けをしたりする後期の生徒の
姿も、今は自然な感じです。また 前期
や中期の児童生徒は、先輩の姿を通し
て、あこがれや目標を抱くようになっています。
　地域の皆様、気軽にいつでもお越しください。

前期ブロック（１年生～４年生）

　新しい環境にも慣れ、遊具広場で遊んだり、

後期のお兄さんやお姉さんと楽しそうに過ご

したりする姿も見える前期の子どもたちです。

学習では、大きな声で自分の意見や考えを友

達に伝えること、丁寧な字でノートを書くこ

となどを中心に取り組んでいます。

遊具広場で元気よく遊ぶ
前期の子どもたち

遊具広場で元気よく遊ぶ

後期ブロック（８年生～９年生）

　後期ブロックの８、９年生は、様々な行事

や取り組みで、学園のリーダーとしてがんばっ

ています。春の全校遠足や先日の運動会もしっ

かりリードし盛り上げてくれました。また、

進路学習では、多くの方々にお世話になりな

がら、８年生はＷＡＫＡＳＡプロジェクト、

９年生は高校の出前授業や体験入学などを通

して、今後の進路について考えています。　

　今後の成長が益々楽しみです。

中期から参加する壮行会

運動会１年生から９年生の
縦割り色別対抗種目

「かみなりのいぬ間にせんたく！！」

中期ブロック（５年生～７年生）

　５、６年生は 50 分授業、一部教科担

任制などがあり、学園生活に戸惑いも

見られましたが、上級生の姿を日々見

ることにより、様々な刺激を受け、日

に日に成長している姿が見られるよう

になりました。

　今後は中期での活動を通して７年生

をリーダーとして育てていきたいと思

います。

進路学習（９年）

職場体験学習（８年）

開校一年目
　若桜学園の今

 支え合う・学び合う
若
桜
学
園 

学
園
歌 

決
定
し
ま
し
た
！

　

若
桜
町
教
育
委
員
会
で
は
、
若
桜
学
園

の
学
園
歌
を
公
募
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は

歌
詞
を
、今
年
度
は
曲
を
募
集
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
学
校
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、

地
域
住
民
代
表
、
学
識
経
験
者
で
選
考
委

員
会
、
制
定
委
員
会
を
組
織
し
、
慎
重
審

議
を
重
ね
た
結
果
、
こ
の
度
よ
う
や
く
完

成
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
歌
詞
、
作
詞

者
、
作
曲
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
光

ひ
か
り

あ
ふ
れ
る　

氷
ひ
ょ
う

ノの

山せ
ん

　
　

希き

望ぼ
う

の
校に

庭わ

に　

桜
さ
く
ら

舞ま

う

　
　

明あ
か

る
く
歌う

た

が　

こ
だ
ま
し
て

　
　

日ひ

び々

を
新あ

ら

た
に　

励は
げ

み
ゆ
く

　
　

あ
ゝ
若わ

か

桜さ

学が
く

園え
ん

　
　

学ま
な

び
の
扉

と
び
ら　

今い
ま

ひ
ら
く

　

制
定
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
新
し
い

小
中
一
貫
校
の
気
風
に
マ
ッ
チ
し
た
曲
調

で
あ
る
と
い
う
評
価
で
し
た
。学
園
歌
は
、

11
月
４
日
の
若
桜
学
園
学
習
発
表
会
で
披

露
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
い
く
学
園
歌

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
心
を
込
め
て

歌
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

若
桜
学
園

　学
園
歌

　
　
　
　作
詞

　穐
山
定
文
さ
ん
（
山
梨
県
在
住
）

　
　
　
　作
曲

　山
添
裕
美
さ
ん
（
鳥
取
市
在
住
、
若
桜
町
出
身
）

二
、
生い

の

命ち

育は
ぐ
くむ　

若わ
か

桜さ

川が
わ

　
　

優や
さ

し
い
こ
こ
ろ　

映う
つ

し
出だ

す

　
　

英え
い

知ち

を
磨み

が

き　

た
く
ま
し
く

　
　

理り

想そ
う

を
高た

か

く　

歩あ
ゆ

み
出だ

す

　
　

あ
ゝ
若わ

か

桜さ

学が
く

園え
ん

　
　

飛ひ

躍や
く

の
扉

と
び
ら　

今い
ま

ひ
ら
く
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交通事故防止対策資材を
寄贈していただきました

　町道高野２号線改良事業は、国の補助金を利用し、平成21年度から事

業開始いたしました。道路改良工事は、８月末をもって完了し、農繁期

後に施工予定の農業用施設改修を残すのみとなりました。�

　工事中は、踏切部拡幅を皮切りに、バス停の移設・国道取り合い工事

などにおいて、住民の皆様の公共交通機関の利用・通行にご不便をおか

けいたしましたが、工事完成により、全線にわたり、専用歩道のある２

車線道路としてご利用いただけるようになりました。�

　また、関係者の皆様のご協力により、事業が滞りなく進み、今年度の

完成をむかえることができました。�

　あらためまして、土木行政に対する、皆様のご理解とご協力に感謝を

申し上げます。�

　若桜町では、今後も交通の安全確保・住生活の向上を図るため、道路

などの社会資本の整備をおこなっていく予定です。�

　お問い合わせ先：町土整備課（☎８２－２２３６）�

8月31日  金 〉〉〉

町道高野２号線の全線整備完了

8月31日  金 〉〉〉

　鳥取いなば農業協同組合及び全国共済農業協同組合連合会鳥取県

本部が平成２２年度から取り組んでいる「地域の安全・安心プロジェ

クト」により、カーブミラー９基と支柱４本を寄贈していただき

ました。�

　交通事故防止のために活用させていただきます。ありがとうござ

いました。�

　

今
回
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

と
の
契
約
に
お
け
る
終
身
利
用

金
な
ど
の
不
返
還
条
項
の
効
力

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

終
身
利
用
権
金
と
は
、
入
居

予
定
者
が
老
人
ホ
ー
ム
の
居
室

な
ど
を
お
亡
く
な
り
に
な
る
ま

で
利
用
し
続
け
る
地
位
を
得
る

た
め
の
対
価
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
不
返
還
条
項

が
損
害
賠
償
の
予
定
や
違
約
金

を
定
め
る
条
項
に
該
当
し
、
消

【10月の消費生活相談】
●と　き＝10月９日（火）・16日（火）・23日（火）・
　　　　　30日（火）
　　　　　９時～ 16時
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　専用ダイヤル ☎(71)0822  IP☎9(71)0822

【10月の法律相談】
●と　き＝10月９日（火）13時30分～ 16時
　　　　　＊要予約
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　　　　　☎(82)0254  IP☎9(82)0254

弁
護
士

：
上
田
雅
稔
氏

　

ア
ド
バ
イ
ス

相
談
事
例

一人で悩まず、
　　　まず相談を！
  ～身近に存在する悪徳商法～

費
者
契
約
法
９
条
１
項
が
適
用

さ
れ
無
効
と
な
る
結
果
、
終
身

利
用
権
金
が
返
還
さ
れ
る
か
が

問
題
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
終
身
利
用
権
金
は
、

入
居
者
が
亡
く
な
る
ま
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
準
備
す
る
た
め
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
入
居
契

約
が
解
除
さ
れ
て
も
事
業
者
が

返
還
義
務
を
負
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
不
返

還
条
項
は
損
害
賠
償
の
予
定
や

違
約
金
を
定
め
る
条
項
に
該
当

し
ま
せ
ん
の
で
、
そ
も
そ
も
消

費
者
契
約
法
９
条
１
項
の
適
用

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、

終
身
利
用
権
金
が
不
相
当
に
高

額
な
場
合
に
は
、
終
身
利
用
権

金
の
不
返
還
条
項
が
実
質
的
に

は
損
害
賠
償
の
予
定
ま
た
は
違

約
金
を
定
め
る
条
項
に
あ
た
る

と
評
価
で
き
る
と
し
て
消
費
者

契
約
法
９
条
１
項
が
適
用
さ
れ

無
効
と
さ
れ
る
結
果
、
終
身
利

用
権
金
が
返
還
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
入
居
一
時
金
と
は
、

一
定
の
期
間
で
月
割
均
等
償
却

が
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

利
用
関
係
を
維
持
継
続
す
る
た

め
に
必
要
な
諸
費
用
と
し
て
費

消
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
件
の
よ
う
な

月
割
均
等
償
却
条
項
に
つ
い
て

も
原
則
と
し
て
消
費
者
契
約
法

９
条
１
項
の
適
用
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
償
却
期
間
、
償
却
率
か

ら
し
て
消
費
者
に
不
当
に
不
利

益
を
与
え
る
内
容
で
あ
れ
ば
、

実
質
的
に
は
損
害
賠
償
の
予
定

ま
た
は
違
約
金
を
定
め
る
条
項

に
あ
た
る
と
評
価
で
き
る
と
し

て
消
費
者
契
約
法
９
条
１
項
が

適
用
さ
れ
無
効
と
さ
れ
る
結

果
、
返
金
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
具
体
的
な
相
談
な
ど
は

消
費
生
活
相
談
窓
口
に
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

 

『
家
族
に
面
倒
を
か
け
た

く
な
い
・
・
・
』
と
の
思
い
か

ら
、
こ
れ
ま
で
蓄
え
た
貯
金
を

は
た
い
て
有
料
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
し
て
い
ま
す
。
入
所
の

際
、
死
ぬ
ま
で
老
人
ホ
ー
ム
を

利
用
で
き
る
権
利
を
取
得
す
る

た
め
の
終
身
利
用
権
金
と
し
て

３
０
０
万
円
支
払
い
、
さ
ら
に

入
居
一
時
金
と
し
て
70
万
円
を

支
払
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
居

心
地
が
よ
く
な
か
っ
た
で
す
し
、

家
族
も
一
緒
に
暮
ら
そ
う
と

言
っ
て
く
れ
る
の
で
退
所
し
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
施
設
は
終

身
利
用
権
金
を
全
く
返
金
し
な

い
旨
契
約
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
と
主
張
し
て
一
切
返
還
せ
ず
、

し
か
も
入
居
一
時
金
も
月
割
り

均
等
償
却
す
る
旨
契
約
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
と
し
て
償
却
後

の
金
額
し
か
返
金
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
も
っ
と
返
金
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
？

高野 2 号線改良工事

着工前

寄贈していただいたカーブミラーと支柱

完　成

カヌー体験会
9月8日  土 〉〉〉

　総合型スポーツクラブ設立準備委員会の主催により、カヌー体験会

が温水プールで開催され、町内の小学生９名が参加しました。�

　講師にＨ２Ｏカヌークラブ（八頭町）の方を招いて、パドルの使い方、

カヌーへの乗り込み方を指導していただきました。子どもたちは早速、

カヌーに乗りこんで、自分自身の力でパドルを使い、最初は慣れない手

つきでしたが、徐々に方向転換が出来るようになり、こつをつかんだ様

子でした。「気持ちいい」「おもしろい」と言いながら、楽しそうに水面を

進んでいました。カヌーのおもしろさを満喫したようでした。� パドルの使い方を習う参加者
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響
の
森
と
氷
ノ
山
キ
ャ
ン
プ
場
に
18
名
で
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
行
き
、
自
然
観
察
や
野
外
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

青
い
空
の
下
で
、
夏
休
み
最
後
の
素
敵
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

デ
ィ
・
キ
ャ
ン
プ
（
９
月
24
日
）

今月の言葉　きずつけない　人の気持ちを　考えて

♪10月の予定♪

10月12日

　グラスアート

10月18日

　書道教室

10月19日 

　読み聞かせ教室

10月26日

　健康づくり教室

響の森

バランスをとりながら… 野外は美味しさ格別！

人権文化があふれるまちに　

　隣保館は、地域住民の生活と密着した各種相談事業や、教育、保健、福祉事業、また人権・同和問題につい
ての啓発事業などを行っています。

平成24年10月13

イモムシ・へんしんコーナー

　日常生活の中で、悩み事などをどこに相談していいか分からないことが

多いと思います。

　そんな時、ぜひ、隣保館にご相談ください。

　隣保館では、子どもたちの将来の生活に役立ついろいろな教育活動を行っ

ています。

　「書道・グラスアート・料理教室」など、あなたに合った趣味や暮らしの

手助けの一環として、各種事業を行っています。

　隣保館では、高齢者相談、健康相談などを通してみなさんの健康と生活

を守る活動を進めています。

　わたしたち職員は、隣保館内が人であふれ、笑い声が絶えない明るい館

になるよう努めています。

　人と人との出会いを大切に、お互いの思いを感じとれる「みんなの居場所」

を目指しています。

あなたの人権窓口

子どもたちを応援

充実した日々を

生き生きと暮らす

ふれ合いは楽しい

町
長

　
小
林  

昌
司

 

お
互
い
に
話
し
合
う

こ
と
が
大
切

　

人
間
の
世
界
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
勘
違
い
で
衝
突
す
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
双
方
の
立
場
や
説
明
を

聞
か
ず
に
、
一
方
的
に
批
判

さ
れ
る
方
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
普
段
の
仕
事
の

中
で
、
両
方
の
立
場
の
意
見

を
聞
い
て
な
る
べ
く
良
い
決

断
を
す
る
よ
う
に
職
員
に
も

指
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
も
幼
保
一
元
化
の
問

題
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
り
、
様
々
な
意
見
を
い
た

 

「
若
桜
鉄
道
頑
張
っ
て
」と

司
葉
子
さ
ん
が
激
励

　

９
月
18
日
～
19
日
岐
阜
県

恵
那
市
明
智
町
に
私
を
は
じ

め
若
桜
鉄
道
、
商
工
会
、
観

光
協
会
、
観
光
開
発
事
業
団

の
関
係
者
が
訪
問
し
、
第
三

セ
ク
タ
ー
の
明
知
鉄
道
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

実
は
、
若
桜
町
の
ふ
る
さ

と
観
光
大
使
の
長
谷
川
孝
一

さ
ん（
旧
姓　

川
上
）の
紹
介

で
、
以
前
か
ら
明
知
鉄
道
の

協
会
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
し

て
お
り
ま
し
て
、
今
年
４
月

の「
桜
ま
つ
り
」に
は
若
桜
町

に
も
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

明
知
鉄
道
は
恵
那
市
の
恵

那
駅
か
ら
明
智
駅
ま
で
の
25
・

１
キ
ロ
で
、
若
桜
鉄
道
と
同

じ
よ
う
な
規
模
の
第
三
セ
ク

タ
ー
で
あ
り
ま
し
て
、
観
光

鉄
道
と
し
て
使
っ
て
残
そ
う
と

頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
年
間

２
，
０
０
０
万
円
程
度
の
赤
字

で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
が
負
担

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
特
に
行
政
に
対
す

る
批
判
め
い
た
意
見
も
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
な
ぜ

幼
保
の
一
元
化
を
す
る
の
か
、

そ
の
理
由
を
き
ち
ん
と
説
明

で
き
て
い
な
い（
説
明
不
足
）

と
思
い
、
去
る
８
月
20
日
若

桜
保
育
所
、
幼
稚
園
の
保
護

者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
合

同
の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

私
も
し
っ
か
り
と
、
町
の
方

向
性
、
思
い
を
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
保
護
者
の
皆
様
に

は
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
や
は
り
お
互
い
に
話
し

合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
途
中
に
も
協

議
の
状
況
を
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

素
晴
ら
し
い「
認
定
こ
ど
も

園
」を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
意
見
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
遠
慮
せ
ず
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
急
行
列
車
に
連
結

し
た
食
堂
車
で
は
山
菜
料
理
、

鮎
料
理
、
き
の
こ
料
理
、
じ

ね
ん
じ
ょ
料
理
な
ど
、
地
元

で
採
れ
た
旬
の
素
材
い
っ
ぱ

い
の
季
節
の
お
食
事
を
の
ど

か
な
沿
線
風
景
と
と
も
に
楽

し
め
、
と
て
も
好
評
の
よ
う

で
あ
り
ま
し
た
。

　

終
着
駅
の
明
智
町
は
、
ご

存
知
の
大
正
村
で
町
づ
く
り

を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
し
て
、

以
前
は
50
万
人
の
観
光
客
が

来
て
い
た
が
今
で
は
10
万
人

に
落
ち
込
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
終
着
駅
の
鉄
道
と

合
わ
せ
た
町
づ
く
り
に
関
係

者
が
汗
を
流
し
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

大
正
村
の
村
長
が
、
司
葉

子
さ
ん（
鳥
取
県
境
港
市
出

身
）で
あ
り
ま
し
て
、
19
日
に

は
村
長
杯
の
ゴ
ル
フ
・
コ
ン

ペ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
来

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
か
ら
私
た
ち
が
来

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
一

緒
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
話

す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
お

話
し
を
聞
い
て
い
る
と
、
司

葉
子
さ
ん
の
実
家
は
若
桜
町

に
も
親
戚
が
あ
る
そ
う
で
す
。

ご
主
人（
相
沢
英
之
さ
ん
）が

鳥
取
選
挙
区
で
出
た
と
き
は
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

と
も
話
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
昭
和
９
年
生
ま
れ
だ
そ

う
で
す
が
、
と
て
も
若
々
し

く
さ
わ
や
か
な
感
じ
が
し
ま

し
た
。
私
の
ほ
う
が
元
気
を

い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
若
桜

鉄
道
で
元
気
な
町
づ
く
り
を

し
て
下
さ
い
と
激
励
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

司葉子さんと記念写真
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わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日

時

分
～

時

分

時
～

時

10

30

18

30

12

20

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

◎
小
学
生
水
泳
教
室

カ
エ
ル
コ
ー
ス

日
・
日（
土
）

13

27時

分
～

時

分

10

40

11

30

イ
ル
カ
コ
ー
ス

日
・
日（
土
）

13

27時

分
～

時

分

11

40

12

30

シ
ャ
チ
コ
ー
ス

日
・
日（
土
）

13

27時

分
～

時

分

10

40

11

30

日
・
日（
木
）

11

25時

分
～

時

分

16

40

17

30

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス

日
・
日（
土
）

13

27時

分
～

時

分

11

40

12

30

日
・
日（
木
）

11

25時

分
～

時

分

17

40

18

30

月
の
予
定

10

新 着 図 書 2012．8．31まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

孫崎 享・戦後史の正体湊 かなえ・白ゆき姫殺人事件

池谷 裕二・脳には妙なクセがある木谷 恭介・九州大宰府殺人事件

小沢 康甫・みるきくたべる祭ーリズム藤本 有紀・平清盛 ３

木内 麗子・神秘なロンドンめぐり門井 慶喜・竹島

上大岡 トメ・のうだま ２西條 奈加・千年鬼

Killigraph・ふせんで作るミニチュア切り絵堂場 瞬一・ラスト・コード

中野 雅至・財務省支配の裏側澤田 ふじ子・鴉浄土

吉海 直人・新島八重 愛と戦いの生涯香納 諒一・女警察署長

≪ヤングアダルト≫葉室 麟・千鳥舞う

松岡 修造・大丈夫！キミならできる！森村 誠一・南十字星の誓い

吉野 万理子・100％ガールズ １ｓｔ ｓｅａｓｏｎ柚木 麻子・早稲女、女、男

≪児童書≫宮部 みゆき・ソロモンの偽証 第１部

令丈 ヒロ子・好きって、こわい？有川 浩・空飛ぶ広報室

ルータ セペティス・灰色の地平線のかなたに誉田 哲也・幸せの条件

桜井 進・わくわく数の世界の大冒険今野 敏・確証

内田 麟太郎・ぶたのぶたじろうさん東野 圭吾・虚像の道化師

ななもり さちこ・おばけの長七郎井上 靖・わが母の記

≪絵本≫瀬戸内 寂聴・日本を、信じる

長野 ヒデ子・たまねぎちゃんあららら！北 杜夫・マンボウ最後の家族旅行

斉藤 洋・だれのたまご橋本 治・その未来はどうなの？

わたり むつこ・もりのおとぶくろ林 真理子・桃栗三年美女三十年

アンソニーブラウン・くまさんのおたすけえんぴつ小川 洋子・とにかく散歩いたしましょう

≪郷土≫竹浪 正造・一生一途に

樹林舎・鳥取・因幡の昭和落合 恵子・自分を抱きしめてあげたい日に

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

営業時間変更のお知らせ

１０月１４日(日曜日)
16時までイベントで使用の為、

一般の方のご利用時間が16時～18

時30分となります

ご迷惑をおかけ致しますがよろし

く願います。

季節も夏から秋へ
プールで楽しく
脂脂肪燃焼してみませんか肪燃焼してみませんか？？
今年の夏も暑い日が続き「運動なんて…」と

思っておられた方、
ひょっとしておなかがぽっこりなんてことも…。
そんな時に始めやすいのが水中運動です。
体に無理なく自分のペースでゆっくりと運動

できます。
食べ物がおいしくなる季節、水中運動で

ぽっこりお腹をやっつけましょう。

1
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　第３回ナティキッズクラブは、９月２日
（日）に庄ノ瀬（浅井）でイカダやカヌーな
どで川遊びを楽しみました。川は貴重な自然
体験ができる場でもありますが、時として危
険な場所になることもありえます。川の危険
性を理解し、楽しみながら川との関わりを体
験させたいという想いで計画しました。
　最近は、子どもたちだけでの川遊びはでき
ませんが、郡家警察署や青少年育成アドバイ
ザーなどのご協力のもと、保護者のみなさん
にも積極的に参加いただき、安全性に配慮し
たうえで実施することができました。

手作りイカダでたのしい川遊び
～第３回ナティキッズクラブ～

　

数
年
前
、
文
部
科
学
省
に
よ
り
、
カ
ラ
オ
ケ

は
高
齢
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の
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進
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常
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す
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当
同
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な
る
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り
、
歌
を
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元
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。
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、
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の
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の
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の
指
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を
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て
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新
し
い
歌
を
覚
え
る
と
い
う
知
的
活
動
に
加

え
て
、
声
を
出
す
と
い
う
呼
吸
活
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が
、
一
人

一
人
の
健
康
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
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す
。

　

演
歌
は
歌
う
人
の
気
持
ち
を
自
由
に
表
現
で

き
る
も
の
で
す
。
先
生
の
指
導
日
の
他
に
二
日

（
自
主
練
習
日
）を
設
け
て
い
ま
す
。
教
わ
っ
た

歌
を
マ
イ
ク
を
持
っ
て
大
き
な
声
で
歌
っ
て
い

ま
す
。

　

上
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手

な
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な
い
で
、
自

分
の
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進
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ま
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か
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康
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ケ
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会

　８月25日（土）、平木幸江さんを講師
に迎え、押し花体験教室を開催しました。
　まず、押し花が多種多様であることに
驚かされました。参加者は思い思いの押
し花を使ってコースターやミニ額を丁寧
に仕上げました。「夏休み作品にしたい」
と児童２名の参加もあり、和やかな雰囲
気の中、教室を終えました。

押し花体験教室を開催しました

作品を手にする受講生のみなさん

　10月20日（土）・21日（日）の２日間、公民館で
町民文化祭を開催します。 

○芸能発表
　10月20日（土）　13時開演 

○作品展示
　10月20日（土）・21日（日）　９時～ 17時
　　　　　　　　　　　（21日は15時まで）

○赤十字奉仕団バザー
　10月20日（土）　９時より（売り切れ次第終了）
体験コーナー・抹茶サービスなどもあります。

（詳しくはチラシをごらんください。）

自主練習日の風景

イカダ、舟、カヌーに大興奮のこどもたち

　９月15日（土）、フィットネスジャングル
運動指導員の馬渕牧子さんを講師に迎え、腰
痛予防・肩こり解消体操の体験教室を開催し
ました。
　受講生13名は、始めに足裏やふくらはぎ
の血流を良くするマッサージをし、ボールを
使った体操で普段使わない筋肉を伸ばした
り、呼吸の仕方などを教わりました。受講後
は皆さんの姿勢が良くなり何歳か若返ったよ
うに感じたのは気のせいでしょうか。

腰痛予防・肩こり解消体操で若返り

お尻の下にボールを入れてストレッチ中

第４回 若桜町民文化祭


